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(1) NRDFマスターファイルの更新は、EXFORのTRANSファイルの最終版がIAEAに送信された時に行う。但し、旧理研エントリーのTRANS ファイル(TRANS.Rnnn)の送信時を除く。

(2) 必要なマスターファイル更新が必要かどうかは、

http://www.jcprg.org/master/trans.html
で以下を調べれば分かる。

a. "NRDF files addition and correction"の内容をチェック

b. "EXFOR files transmitted to IAEA-NDS from JCPRG"の内容をチェック

c. もしb.に更新の記述がFinalの日付とともにあり、それに該当する更新の記述がa.になければ、そのEXFORの送信(TRANS)に対応したNRDFの更新が必要である。

なおNRDFマスター更新作業では、EXFORの更新が新規(new)もしくは修正(rev)であるかを区別する必要はない。

(3) (2)でEXFORの送信に対応してNRDFの更新が必要な場合、EXFORのTRANSごとに対応するNRDFのマスターの更新を行う。そのためにはまずそのTRANSに含まれているエントリー番号を調べる(Ennnn, Knnnn, Jnnnn)。Eは荷電粒子データ一般、Kは光核データ、Jは荷電粒子データ（バリオン数１未満の入射粒子）を意味する。

(4) fox242:~master/nrdf/scp.shに、(3)のエントリー番号を一行づつ以下の形式で書く：

cp ~webmaster/hendel/xnnnn/Dnnnn.txt Dnnnn

(x=E, K or J、E, K, Jとnnnnは(3)と同じ意味)

(5)  fox242:~master/nrdf/にて、scp.shを実行してマスターファイルDnnnnを追加・更新する。
(6)  fox242:~master/nrdf/nrdf-updat.txtに、更新内容をリストアップする。

　　（これを忘れると、既に行った更新を再度行ってしまう恐れが生じる）

(7) 重複採録、NRDF対象外などといった理由で、マスターから除去すべきファイル(Dnnnn)が生じた場合は、以下を行う。

a. 削除理由をfox242:~master/nrdf/nrdf-delet.txtに記述。

b. 削除するファイルをfox242:~master/nrdf/deleted/に移動。

次に、データベースの更新を行う。その説明を以下にする。

(8) fox242:~master/xtract/nrdf/NRDFtoCSV/に移動し、input.txtの２行目が最新の辞書番号Pxxxxになっていることを確認したうえでrun.plを実行する(全てのDnnnnファイルを項目ごとに切り出し)。
(9) (8)で最後がエラーメッセージ(skipped!などの警告は無視)なしで　　 END OF PROGRAMとなれば無事に切り出しは終了。そうでない場合はそのDファイルがエラーを含んでいることになるので、作業ファイル(chen.log)を参照して該当するマスターのDnnnnファイルを修正する。

(10) (9)でマスターのDnnnnファイルを修正する場合、HENDELで作成されたNRDFのファイルに対しては、まずHENDELで修正をして、そこで生成されたDnnnnファイルを(4)~(5)の要領でfox242:~master/nrdf/にコピーしてから(8)を再実行する。HENDELに入力されていないDnnnnファイルの場合は、マスターのDnnnnファイルを直接修正してから(10)を再実行する。

(11) fox242:~master/xtract/nrdf/CSVtoMySQL/に移動し、run.plを実行する(SQLデータベースの更新)。

(12) fox242:webmaster/nrdf/index.html内の日付欄を更新する。

(13) 最後にデータベースの更新が、うまくいったかの確認を行う。そのために今回作業したファイルの中で一番D番号の大きなものを、

http://www.jcprg.org/nrdf/
の"Data No."で検索し、検索結果にその番号のデータの一覧が表示されれば良い。ここがうまくいかない場合は、更新作業がどこかの段階で失敗している。

